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異物が食道内に落下した場合を誤飲、気管内に落下した場合を誤嚥と定義されて

います。誤飲の場合、通常鋭利なものでなければ経過観察となり、自然排泄を待つ

場合が多いのですが鋭利な場合は内視鏡などでの摘出となります。

誤嚥で肺まで到達してしまった場合は自然排泄が望めないため気管支鏡での摘出

となります。

※歯科材料は多岐にわたるため、落下物と同じ物の持参をお願いいたします

新年度を迎えて

当院に歯科口腔外科が開設されまして５年半が経過しました。

現在まで大過なく遂行することができましたのは皆様方のご協力の

おかげであると深く感謝しております。

さらなる充実に向けて努めてまいります。ご指導、ご鞭撻、そして

ご協力いただきますよう宜しくお願い申し上げます。

お困りのケースがありましたら患者支援連携センターまでご相談ください

～ 親知らず抜歯のご紹介について ～

左右の親知らず抜歯のご紹介いただいた場合、通常は左右を２回に分けて行います。

１本抜歯が完了した後、２本目の抜歯については、患者さまから当科受付へご連絡い

ただき、速やかな予約調整しております。中には長期間ご連絡がないケースもござい

ます。ご紹介いただいてから６ヵ月経過しますと、患者さまの病状が変化している可

能性も考えられますので、再度紹介状のご提供をお願い申し上げます。
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